
 

 

 

 

 

 

令和３年６月 天王寺川中学校 保健室 

 

 だんだんと暑くなってきましたね。５月後半は体調不良の人が多かった

です。話を聞くと、水分をとっていない人や朝食を食べていない人がたく

さんいました。元気に過ごすために大切なことは何か、保健だより５月号

②にも書いてあります。また、熱中症も増えてくる時期なので、もう一度

よく読みしっかりと体調管理をしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆熱中症に注意しよう☆ 

 暑い日が続くようになってきました。そこでみなさんに

気をつけてほしいこと、それは熱中症です。熱中症を防ぐ

ためには、「暑さを避ける」「こまめな水分補給」「暑さに備

えた体作り」が大切です。一方で、新型コロナウイルスの

感染を防ぐために、「身体的距離の確保」、「マスクの着用」、

「3密（密集、密接、密閉）を避ける」といった「新たな

生活様式」を実践することも求められています。新たな生

活様式の中で、熱中症を予防するために、マスクを着用し

ているときは負荷のかかる作業や運動を避け、周囲の人と

の距離（２メートル以上）を十分にとったうえで、適宜マスクをはずして休憩をする、

日ごろから健康管理をして無理をしないようにするなどし、しっかりと予防しましょう。 

☆熱中症予防に活かす 暑さ指数（WBGT）☆ 

 暑さ指数とは、熱中症の予防を目的とする指数で、単位は気温と同じ「℃」で示されま

す。暑さ指数が２８℃を超えると熱中症患者が著しく増加するとされ、外出時は炎天下

を避け、室内では室温の上昇に注意する【厳重警戒】、また外出はなるべく避けて涼しい

室内に移動する【危険】などの対応が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健室来室記録が変わります 

６月から保健室来室記録が新しくなります。今までは養護教諭が記録を取っていまし

たが、６月からは生徒のみなさんに、自分のケガや身体の症状などを簡単に記録しても

らいます。自分で書くことによって、今の身体の状態を知り、健康に生活するにはどう

すれば良いか考える機会にしてくださいね。 

 


